
 

清風学園半世紀にわたる通学ルートの軌跡            第２弾 

                                     2－六―Ａ 和田 大慶 

明治 31 年（1898 年）開通 近鉄最古の路線 

Route 2 近鉄南大阪線・長野線 

          

                 26000 系さくらライナー 近鉄南大阪線 道明寺～古市 

 



〇はじめに 

これは前回配信された「清風学園半世紀にわたる通学ルートの軌跡」の第 2 弾となります。

まだ第 1 弾（杉本部長作成）をご覧になられていない方は，そちらのほうも見ていただくと， 

より楽しめると思います。 

第 1 弾はこちらから→  9c6d7fff798d81b2167d5febdf6ce272.pdf (seifu.ac.jp) 

  

Route2 近鉄南大阪線・長野線 （大阪阿部野橋～橿原神宮前・河内長野） 

 

 

                       近畿日本鉄道｜路線図 (kintetsu.co.jp)より引用 

 

https://www.seifu.ac.jp/web/wp-content/uploads/2021/01/9c6d7fff798d81b2167d5febdf6ce272.pdf
https://www.kintetsu.co.jp/railway/rosen/A50005R.html


〇近鉄南大阪線・長野線について（※今回は吉野線・御所線・道明寺線は扱いません） 

 近鉄南大阪線は，あべのハルカスのある大阪阿部野橋駅から，最近世界遺産にも登録された

古市古墳群を通って，奈良県橿原市の橿原神宮前駅までを結ぶ 39.7ｋｍの路線です。駅数は 28

駅で，全線複線です。この南大阪線を含めた周辺の 5 路線は，近鉄線では珍しい狭軌（線路幅

が 1067ｍｍ）の路線で、元は別会社路線であり、また近鉄最南部の路線ということもあって、

他の近鉄路線にはない独自の特色を持つ路線です。 

 近鉄長野線は，大阪府羽曳野市の古市駅から，有名な寺内町として栄えた富田林市を通って，

河内長野市の河内長野駅を結ぶ 12.5ｋｍの路線です。駅数は 8 駅で，古市～富田林は複線，富

田林～河内長野は単線です。 

 

〇南大阪線・長野線の特徴について 

 南大阪線の特徴は，なんといってもカーブが多く，初めて利用する人にとってはつり革なし

では耐えられないほどバランス感覚が求められ，乗るだけで腰が鍛えられる路線です（笑） 

（筆者自身も毎朝乗っているので，もうつり革なしでも全然余裕です！） 

では，どうして南大阪線はカーブが多いのでしょうか？ それは，山地や数多くある古墳を避

けて建設されたため線形があまりよくないからです。下に，今述べた事がはっきりとわかる例

を挙げようと思います。 

下の写真は，南大阪線の河内松原～駒ヶ谷を上空から見たときの図です。 

（下図は Google Maps より作成） 



 

黄緑の線が南大阪線で、赤丸で囲っているのが古墳（と確認できるもの）です。これを見れ

ば、南大阪線の線形がよくないことや，古墳が非常に多いことが分かります。全国的に見ても，

ここまで古墳が多く、古墳のそばを通っている路線は，この南大阪線だけでしょう。 

 次に，長野線の特徴についてです。長野線は，本線である南大阪線から見れば，支線的な存在

ですが，パターンダイヤは，大阪阿部野橋～橿原神宮前が毎時 2 本に対して,大阪阿部野橋 

～河内長野は毎時 4 本と南大阪線よりも多いダイヤとなっています。また，各駅の 1 日の乗降

客数によると，南大阪線の古市以降，駒ヶ谷～橿原神宮前の各駅において 1 万人を超える駅は

橿原神宮前（18551 人）のみであるのに対し，長野線には，喜志（18129 人），富田林（14459

人），河内長野（11613 人）と 1 万人を超える駅が 3 駅も存在します。このようにしてみると，

支線だと思われがちな長野線ですが，本線的な役割を担っていることが分かります。また，富

田林駅は，ＰＬ花火芸術のある 8 月 1 日には臨時列車が走るほど人で溢れかえります。 



さて，ここまで南大阪線・長野線の紹介をしてきましたが，そろそろ本題に参りましょう！ 

①車両の今昔 

50 年前（1970 年代） 

使用車両：6800 系・6000 系・6020 系・6200 系・16000 系 

6800 系 

 養老鉄道に譲渡された 6800 系 

左上写真と一部本文：近鉄 6800 系電車 - Wikipedia より引用（最終更新 2020 年 10 月 7 日（水）15：51） 

6800 系は 1957 年 9 月に登場した南大阪線区で初の高性能通勤車であり，また日本で初めて

の高加減速車両でもあります。「ラビットカー」の愛称で知られていますが，ちなみにこの「ラ

ビットカー」という愛称は，各駅停車用ながら，旧型車で運行される急行や準急のダイヤの間

を高加速で縫って走る姿がうさぎを連想させるために付いた名前だそうです。この 6800 系の特

徴はそれだけではなく，近鉄初の 1 両片側あたり両開き 4 扉車体を採用した車両でもありまし

た。つまり，近鉄のその後の通勤車に大きな影響を与えた車両だったわけです。6800 系は 1983

年の 6803F を皮切りに廃車が始まり，1993 年の養老線転出・改番を最後に形式消滅しました。

また，養老線（現 養老鉄道）に一部が移籍し，2021 年現在も 3 両 2 編成・2 両 2 編成が元気

に走っています。           

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E9%89%846800%E7%B3%BB%E9%9B%BB%E8%BB%8A


6000 系 

  南大阪線を走る 6000 系 

 左上写真と一部本文：近鉄 6000 系電車 - Wikipedia より引用（最終更新 2020 年 10 月 16 日（金）05：08） 

 6000 系は新ラビットカーとして 1963 年に登場し，ラビットカーと呼ばれた 6800 系の出力

を増強して T 車（付随車）を連結できるようにした系列です。6620 系の投入により，15 両が

600 系・620 系に改番の上，養老線（現 養老鉄道）に転属しました。以上のものを除き，6009F

を最後に，2002 年に全車が廃車となりました。 

 

6020 系 

  
（左）高田市駅に停車中の 6020 系        （右）快速急行さくら号として走る 6020 系（C51） 

                        ※現在この編成は通常塗装に変更されています 

※上記 2 枚の写真はともに筆者撮影 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E9%89%846000%E7%B3%BB%E9%9B%BB%E8%BB%8A#6000%E7%B3%BB


 6020 系は 1968 年に登場し，近鉄大阪線用の 2410 系・名古屋線の 1810 系の狭軌版ともいえ

る車両です。主要機器は前述の 6000 系と同一のものが搭載されていますが，室内送風機がライ

ンデリアになっています。この 6020 系は輸送力増強と旧型車両代替のため，1973 年までに 99

両が製造され，南大阪線系統では最大勢力となっている。2021 年現在，13 両の車籍抹消が発生

しているものの，3 両編成 18 本 54 両と，4 両編成 8 本 32 両の計 86 両が今も元気に走ってい

ます。また，この 6020 系を使用した（している）ラッピング列車も数多く存在します。 

 

6049F（C49）：PiTaPa・KIPS カードラッピング（2013 年 3 月～現在）⇦前頁の左の写真です 

6051F（C51）：復刻ラビットカー塗装（2012 年 8 月～2020 年 8 月）⇦前頁の右の写真です 

6069F（C69）大和高田号（2015 年 9 月～運行終了） 

他に，最近では 6075F（C75）を使用した，古墳をイメージした車体ラッピング（近鉄エリアキ

ャンペーン「こふんまち 羽曳野・藤井寺」の一環として）が実施されています。かわいらしい

内装やつり革が埴輪（はにわ）なっていたり，クーラーの中や連結部分に埴輪が隠れていたり

と，好奇心をくすぐる楽しい車両となっています！ 

（くわしくはこちらからご覧ください→ huruichikohun.pdf (kintetsu.co.jp) 

 
布忍駅に停車中の 6020 系「こふん列車」（手前 3 両） ※筆者撮影 

 

https://www.kintetsu.co.jp/all_news/news_info/huruichikohun.pdf


6200 系 

 6200 系は 1974 年に登場し，6020 系に最初から冷房装置を取り付けられた系列で，1978 年

までに，3 両編成 6 本 18 両と 4 両編成 6 本 18 両の計 38 両が製造されました。車体は大阪線

2800 系の第 5 編成以降に準拠しています。また，2016 年に 6221F が観光特急「青の交響曲 

（シンフォニー）」に改造され，16200 系（後述）に変更されました。 

 6200 系  河内天美～布忍   ※筆者撮影 

 6020 系  河内天美～布忍  ※筆者撮影 

 上の写真が 6200 系で，下が先程紹介した 6020 系です。一見同じに見えますが，車体の上の

クーラーに注目すると，6200 系のほうは，横からみると一直線に見えますが，6020 系は凹型に

見えます。これが一番わかりやすい見分け方だと思います。 

 

次は，特急列車の紹介です。 



 16000 系 

 1965 年に登場した，南大阪線・吉野線向けとして設計された最初の特急用車両です。最盛期

は 9 編成 20 両が在籍していましたが，大井川鐡道への譲渡や廃車などにより，2021 年現在，

2 両編成 2 本 4 両と 4 両編成 1 本 4 両の計 8 両が在籍しています。近鉄の他の線区を走ってい

る特急とは前面や仕様が異なっていて，この南大阪線でしかみることができない車両です。 

 16000 系 道明寺～古市  ※筆者撮影 

  

大阪屈指のターミナル駅である大阪阿部野橋駅のホームでひっそりと佇む 16000 系 

※筆者撮影 

     

 



 現在（2021 年） 

使用車両：6020 系・6200 系・6600 系・6400 系統（6400・6407・

6413・6419・6422・6432 系）・6620 系・6820 系（シリーズ 21） 

16000 系・16010 系・16400 系・16600 系・26000 系・16200 系 

※黄緑色は一般車両，水色は特急車両を表します。 

 さて，2021 年の現代に戻ってきました。50 年前に比べると形式数が圧倒的に増加しているこ

とが分かります。一見，南大阪線は新型車両が昭和に製造された車両を淘汰しているように見

えますが，実は全くといっていいほど実際はそうではないのです！ 下にその証拠となる驚く

べきデータを載せておきます。 

 

なんと，先程紹介した，6020 系（1968 年製造）と 6200 系（1974 年製造）が全体の約 54％（124

両）も占めているのです！  ※グラフは都市鉄道完全ガイド関西私鉄・地下鉄ミナミ編（双葉社）より作成 

54%41%

3%

2%

南大阪線区の車両率（一般車）

6020・6200系

6400系列・6620系

6600系

6820系



 さらに驚くべきことはまだまだあります。 一つ目は，南大阪線区で使用されている 83 編成

230 両のうち，平成以降開発された車両は 13.9％しかおらず，近鉄の次世代通勤車として 2000

年以降に近鉄各線で導入された「シリーズ 21」は，この南大阪線では 2 両 2 本のたった計 4 本

しか製造されなかったのです！ なぜこれほど少ないのかといいますと，この 6820 系「シリー

ズ 21」は，6020・6200 系を置き換えるためではなく，2002 年まで走っていた 6000 系の最後

の編成を置き換えるために導入されたのです。つまり，南大阪線区の一般車は 19 年間 1 両も新

型車両を導入していないことになります。 

 次に，現在走っている車両を一部紹介します。 

 26000 系（さくらライナー） 

  26000 系     ※筆者撮影 

 26000 系は，吉野特急運転開始 25 周年の平成 2 年（1990 年）に登場し，特急「さくらライ

ナー」として運用されています。前面が大型なガラスになっていることで，前面展望が楽しめ

るようになっています。また，吉野の観光特急らしい意匠が各所に施されています。 

 平成 23 年のリニューアル工事で車体の色が，白＋黄緑から，白＋さくら色に変更されました。

（個人的には，今の塗装のほうが好きです笑） 

 実は表紙の写真はこの 26000 系なのですが，お気づきでしたでしょうか？ 



 16000 系（新塗装） 

8 両と少数派となった 16000 系ですが，今も元気に走っています。2016年から塗装変更され、

旧塗装（9 ページをご覧ください）から新塗装（下写真）に変わりました。 

 

16000 系（新塗装）（両方とも）                    ※いずれも筆者撮影 

 車高の高さが時代の違いを物語る 

 新旧の車両の連結シーンも健在        

                                  ※いずれも筆者撮影 

〇他に，今回しきれなかった「青の交響曲」については，こちらをご覧ください→青の交響曲（シ

ンフォニー） Blue Symphony｜近畿日本鉄道 (kintetsu.co.jp) 

 

https://www.kintetsu.co.jp/senden/blue_symphony/
https://www.kintetsu.co.jp/senden/blue_symphony/


②沿線風景の今昔 

 2021 年現在の南大阪線・長野線の沿線は，50 年前と比べると，宅地開発や，高架化などによ

り，車窓もがらりと変わりました。今回は，その中でも筆者自身が特に激変したと思う情景を 1

つ紹介します。 

〇今川駅（大阪市東住吉区） 

    約 50 年前（1972 年） 

 

 

1972 年（昭和 47 年）9 月に撮影された今川駅    

 

 

※上記 2 枚ともに東住吉区公式ホームページ大阪市東住吉区：025 近畿日本鉄道南大阪線（元大阪鉄道株式会社：通

称大鉄）今昔 （…>東住吉 100 物語>道路・街道・交通） (osaka.lg.jp)より引用 

https://www.city.osaka.lg.jp/higashisumiyoshi/page/0000033078.html
https://www.city.osaka.lg.jp/higashisumiyoshi/page/0000033078.html


 今からほぼ 50 年前の 1972 年当時，大阪阿部野橋駅～矢田駅は地上駅で，中でも，今川駅か

ら針中野駅の区間は土手で，南海平野線の上を立体交差していましたが，南大阪線の大阪阿部

野橋～矢田の高架化により，今川駅は 1987 年（昭和 62 年）12 月 6 日に高架駅となりまし

た。また，1989 年（平成元年）5 月には待避線が新たに設置され，中央に通過線のある現在の

形態になりました。 

現在の今川駅 

  

現在の今川駅は，2 面 2 線で待避設備を備えた駅となっています。普通列車しか停車しません

が，特に朝夕のラッシュの時間帯には，通過線を列車がひっきりなしに通過していく様子がみ

られます。地上駅時代の面影は全くといっていいほど感じられませんが，2014 年に開業した

日本一高いビルである「あべのハルカス」を望むことができます。個人的には，夕方の時間帯

にハルカスに夕焼けが反射して綺麗なオレンジ色に染まっているのを，電車の中から眺めるの

が好きです。 

※一部本文：今川駅 (大阪府) - Wikipedia（最終更新 2021 年 2 月 5 日（金）12：54）より引用 

※上左写真：https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Kintetsu_Imagawa_Station_20140412.jpg 

https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/ee/Kintetsu_Imagawa_Station_20140412.jpg より引用 

※上右写真：https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Imagawa16200.jpg 

https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/6/66/Imagawa16200.jpg より引用 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8A%E5%B7%9D%E9%A7%85_(%E5%A4%A7%E9%98%AA%E5%BA%9C)
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/ee/Kintetsu_Imagawa_Station_20140412.jpg
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/6/66/Imagawa16200.jpg


 ③筆者がおすすめする南大阪線・長野線の風景 

 さて，ここまで近鉄南大阪線・長野線の車両や沿線の今昔について紹介してきましたが，こ

こからは，筆者自身がおすすめする南大阪線・長野線の風景を紹介します。 

Ⅰ 澤田八幡神社の境内を走りぬける車両たち 

   

新塗装の新型特急が走り抜ける        「鳥居」と「桜」と「さくらライナー」 

 

 土師ノ里駅をでると，列車は神社の境内を横断するように走りぬけていきます。実は，南大

阪線の線路がこの澤田八幡神社の境内の中を通るようになっているのです。鳥居にすぐ先には

踏切があり，そこを列車が通り過ぎていく光景は圧巻です。また桜の時期になると，上の写真

のように境内の桜が咲き誇りとても幻想的です。紅葉の時期もおすすめです。 

 

※上の写真はいずれも筆者撮影 



 Ⅱ 高田川の桜並木と南大阪線 

  

 エンブレムが輝く 16200 系「青の交響曲」 

 春になれば，高田川の桜並木と南大阪線とのコラボがご覧いただけます。まるで桃源郷のよ

うです。                          ※上の写真はいずれも筆者撮影 



Ⅲ 藤井寺商店街と河内長野駅の近鉄最後の字幕回転式発車標 

藤井寺駅の河内長野寄りの出口を出るとすぐに商店街の中に入ります。ここが藤井寺商店街

です。人通りが絶えない商店街の中を颯爽と走り抜ける電車の姿は今も昔も変わりません。 

 右下の写真は長野線の終着駅である河内長野駅の発車標です。実はこの発車標は近鉄で唯一

最後まで現役だった字幕回転式発車標でした。昭和 51 年に設置されてから 40 年余り回り続け

てきました。一見きれいに見えますが，何度もテープで補強され使い続けられてきましたが，

老朽化のため，惜しまれつつ昨年 2020 年 1 月 31 日に引退・撤去されました。 

  

商店街を走りぬく 6400 系            近鉄最後の字幕回転式発車標（昨年引退） 

 余談ですが，この河内長野駅に最後まで残っていた字幕回転式発車標の引退に際して，発車

標としては前代未聞の記念切符発売や特別展示などの車両の引退と同じくらいの破格の待遇を

受けて引退しました。近鉄の方々の愛をとても感じました。   ※上記写真はいずれも筆者撮影 



 ④感想 

 今回は筆者である私の地元路線である近鉄南大阪線・長野線を紹介させていただきましたが，

いかがだったでしょうか。大阪線や奈良線などと同じような「近鉄線」ではあるものの，この南

大阪線の歴史は，明治 31 年（1898 年）に河陽鉄道が関西本線の柏原から道明寺，古市に至る

路線を開通させたことにはじまり，同年に古市～富田林も開通。その後，明治・大正・昭和にか

けて，9 つもの鉄道会社による合併・吸収を経て，今の南大阪線を含む 5 つの路線が形成されま

した。つまりこの南大阪線は近鉄路線の中で最も古い路線なのです。また，あまり知られてい

ない（筆者自身，今回初めて知りました）こととして，大阪天王寺駅（現 大阪阿部野橋駅）ま

で延伸し，南大阪線の原型が完成した大正 12 年（1923 年）に日本初の 1500V の電化を達成し

たのです。これは意外ですよね。  

 こういった経緯もあってか，南大阪線は近鉄としては珍しい狭軌路線という特徴をもち，他

の近鉄路線とは一線を画す存在になったように思われます。 

 今回は，50 年前と現在の「今昔」がテーマでしたが，50 年前の「清風生」が通学するときに

乗っていた車両に「今」の自分が同じように通学に利用していると思うと非常に感慨深いもの

があります。 

春になれば桜が沿線を彩り，「きれいだなあ」と思うように，自分が「今」見た車窓からの景

色も，それを見て思った感情も，50 年前の人々と同じだったりするのかもしれませんね。 

 

 

 



  

⑤あとがき 

 少し前の土曜日の模型の日に，いつものたくさんの荷物の中に段ボールがあるのを見かけ，

中を見ると，何年，何十年前の鉄研の先輩方が書かれてきた「第一こだま」をはじめとするさま

ざまな資料が入っていました。紙はどれも茶色くなっていてこの「鉄道研究部」45 年間の歴史

や伝統を目の当たりにしたような気がしました。先輩たちの書き残されたものをみるとどれも

「鉄道研究」の名にふさわしいほど，鉄道に対する愛を感じました。僕が，数ある私立中学校の

中からこの「清風」を志望校の中の 1 つに入れたのは，僕が小学 5 年の時に，当時まだ円形校

舎があった清風の文化祭に行き，鉄研の模型の運転体験をしたときに，高校生や中学生の方た

ちに優しくしてもらってうれしかったことや，クラブの雰囲気がいいと小学生ながらに感じ，

入学してこのクラブに入りたいと思ったからでした。今年は，その文化祭が残念ながら中止と

なりましたが，このホームページを使って情報発信を続けてきました。これからの「清風鉄研」

は鉄道会社や沿線の地域社会とつながったりと，さまざまな形で鉄道に向き合うクラブになっ

たなあと思ったりもします。本校のこの鉄研のホームページがさまざまな人の目に届き, 

これを見てこのクラブに入りたいと思ってくれる方がより一層多くなるように，さまざまなこ

とに挑戦していきたいと思います。 

 最後になりましたが，前部長を務めていただいた藤井さんをはじめとした 6 名の高校 3 年生

の先輩方には，6 年間大変お世話になりました。この場をお借りして感謝いたします。 


